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ＮＸグループでは、サステナビリティ経営を事業活動と一体で企業価値
向上を目指す重要戦略として、事業の現場に実装し稼ぐ力につなげていく
ことを重視しています。物流は社会インフラであり持続可能で質の高い物
流を提供すること自体が、お客様から選ばれる理由であり競争力の源泉でも

あります。こうした認識の下、事業との統合を進めています。これは全社で進める稼ぐ力の強化や、ア
セット中心からソリューションビジネスへの転換と方向を同じくするものです。

重要課題（マテリアリティ）に基づく取組みは、概ね計画どおりに進捗しています。人的資本の強化や
気候変動、人権・安全を含むリスク対応、テクノロジーの活用など価値創出を支える基盤整備は着実に前
進しました。加えて、サプライヤーとの対話や協調を通じてサプライチェーンの強靭化を進めることも、
安定的な物流サービスの供給と事業の稼ぐ力を支える重要なテーマと捉えています。

2026年3月には、お客様のサステナビリティ課題を6つに分類・整理して改善するサステナブル・ソ
リューションについて、プレスリリース※1を行いました。こうした取組みにより、End to Endでのソ
リューション提供を加速させる土台が強化されました。

一方で、現時点では、こうした取組みの売上成長や利益成長への寄与はなお限定的です。サステナブ
ル・ソリューションも、切り口や事例の整備は進んだものの、売上規模や収益貢献の面では途上にありま
す。お客様の経営課題に即した提案へつなげていくのはここからであり、真価が問われる段階にあります。
また、事業会社の業務や現場オペレーションへの実装をさらに進めることで、当社の強みである『高い

品質・生産性・安定性を生む強い現場力』を非財務資本として改めて磨き上げ、グループ全体の稼ぐ力へ
と確実に波及させていかなくてはなりません。

さらに、お客様や産業ごとに異なる本質的な課題を捉え、最適なソリューションの選定や商品企画を推
進する必要があります。

KPIの体系化や非財務資本の可視化を通じて、ビジネス領域の拡大や利益成長につながる付加価値の高
いソリューションとして、より明確に示していく考えです。

今後は、お客様の課題解決を起点に、サステナビリティ経営をもう一段深く事業に実装していきます。
単にソリューションを提供するのではなく、本質的なニーズを把握し、最適な解決策を組み合わせて提案
することが重要です。また、サステナブル・ソリューションを差別化や稼ぐ力につなげていくためには、
お客様への提供価値を定量化し、経営へのインパクトを可視化していく必要があります。CO₂削減や資源
循環、さらには供給の安定性や、トレーサビリティといった課題は、当社グループの強みを生かした解決
が可能な領域であり、新たな価値や事業機会の創出にもつながるものと考えます。この価値を可視化しな
がら提案力を競争力へと高め、受注機会の拡大や付加価値向上を通じた収益力強化を図ります。サプライ
チェーン上のリスク顕在化や不確実性から、物流の難易度は一段と高まっています。こうした環境下で、
非常時にも機能する現場力やフィジカルな対応力は、当社グループの競争力の源泉です。今後も持続的な
成長を目指し、人手不足に対応するAIやデータを活用した自動化や最適化を図り、グローバルで専門人財
の育成を進め、事業基盤を強化していきます。
気候変動への対応についても、企業としての責任と価値提供の両立を目指し、持続可能な物流の実装を

加速させる考えです。
今次経営計画期間において、これらの取組みを事業戦略と統合させることで、サステナビリティ経営の

「成果」へと進化させていきます。強い現場力を支える人財や知見、提案力といった非財務資本を磨き上
げることで、持続的な事業拡大と利益成長を実現し、企業価値向上へ着実につなげてまいります。

お客様の課題解決を起点にした成長と事業実装の加速

稼ぐ力・企業価値向上に向けた課題認識

サステナビリティ経営の進捗 ― 事業と統合の現在地

お客様の課題解決を起点に稼ぐ力と企業価値向上を加速する
サステナビリティ推進部担当執行役員 岸田 博子

※1 ＮＸグループ、サステナブル・ソリューションの取組みを強化
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